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1

ArcExplorer－Java Edition
の概要

・・・・・ArcExplorerの用途の用途の用途の用途の用途

・・・・・ArcExplorerのインストールのインストールのインストールのインストールのインストール

・ヘルプの使用方法・ヘルプの使用方法・ヘルプの使用方法・ヘルプの使用方法・ヘルプの使用方法

ArcExplorer－Java Editionは、ESRIが開発した地理データ エクスプローラで
す。ArcExplorerを使用して、ユーザのコンピュータまたはWeb上で地理デー
タの表示および検索を実行できます。

ArcExplorerは、空間データと属性データの表示および検索、フィーチャの選
択およびバッファリングなどの空間分析機能の実行、個別シンボルやグラ
デーション シンボルなどのさまざまなマップの作成の他、多数の機能を実
行するツールを提供します。これらのツールは簡易に扱えます。
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ArcExplorerの用途
ArcExplorerを使用して以下のことができます。

・マップ表示範囲の画面移動および拡大、縮小

・空間データおよび属性データの検索

・選択フィーチャの周囲のバッファの作成

・マップ上での距離の計測

・シンボル、個別シンボル、グラデーション シンボルの各マップの作成

・さまざまな効果のオプションを持つマップ フィーチャのラベル付け

・アドレスのマッチング

・ジオグラフィ ネットワークからのデータ表示

ArcExplorerでは、凡例、概観図、プロジェクトの保存および取得、マップの印刷も処理します。

縮尺記号

概観図

凡例

ツールバー
メニュー バー
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ArcExplorerのインストール要件のインストール要件のインストール要件のインストール要件のインストール要件

ArcExplorerは、Windows 2003、Windows XP、Windows 2000、
Windows NT、またはUNIXオペレーティング システムにイ
ンストールすることができます。

Windowsオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティング システムへのシステムへのシステムへのシステムへのシステムへの
ArcExplorerのインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法

ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール

インストールを開始するには、AEJavaSetup.exeを実行しま
す。このファイルは、ArclMSインストールCDの中かWeb
からダウンロードしたディレクトリの中にあります。

AEJavaSetup.exeをダブルクリックして、表示される画面の
指示に従います。

ArcExplorerの起動の起動の起動の起動の起動

インストールが終了したら、[スタート]  |  [プログラム]  |
[ArcGIS] | [ArcExplorer] をクリックして、ArcExplorerを起動し
ます。

ArcExplorerのインストール
Solar isオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティング システムへのシステムへのシステムへのシステムへのシステムへの
ArcExplorerのインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法

ArcIMS CDからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストール

Solarisには、自動的にマウントしてCD-ROMへのアクセス
をすばやく行うソフトウェア、Volume Managementが組み
込まれています。Volume Managementソフトウェアを使用
するには、ArcIMS CDをユーザのドライブに挿入します。
ここで、ArcIMSディスクがマウントされます。次のコマ
ンドを入力します。
% cd /cdrom/cdrom0/ArcExplorer

メモ: セキュリティ上、ArcExplorerをroot権限でインストー
ルしないでください。

ArcExplorerをインストールするユーザ アカウントに、イン
ストール ディレクトリの書き込み許可が付与されている
ことを確認します。

「install」コマンドには以下の4個のオプションがあります。

使用方法:  install <-help | -load | -remove | -verify>

「install -help」と入力すると、インストール手順の詳細に
ついて読むことができます。

ArcExplorerのインストールを開始するには、システム上の
任意の場所で、以下のコマンドを入力します。
%/cdrom/cdrom0/ArcExplorer/install -load

これにより、メニュー方式のArcExplorerソフトウェア イン
ストールのダイアログ ボックスが表示されます。デフォ
ルトの選択は角括弧 ([]) で表示されます。オプションまた
はヘルプのリストを取得する場合は、任意のプロンプト
で「?」を入力します。インストールを中止する場合は、
任意のプロンプトで「qui t」または「q」を入力します。1
つ前の質問に戻る場合は、カレット「^」を入力します。
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W e bダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストール

ArcExplorer.tar.Zファイルをダウンロードしたら、ファイルをArcExplorerのインストール先のディレクトリに移動します。
以下の解凍コマンドを入力します。
%uncompress ArcExplorer.tar.Z

次に、tarコマンドを使用します。
%tar xvf ArcExplorer.tar

「install」コマンドには以下の4個のオプションがあります。
使用方法:  install <-help | -load | -remove | -verify>

「install -help」と入力すると、インストール手順の詳細について読むことができます。

ArcExplorerのインストールを開始するには、ファイルをダウンロードしたシステム上のディレクトリで、以下のコマンド
を入力します。
%./install -load

これにより、メニュー方式のArcExplorerソフトウェア インストールのダイアログ ボックスが表示されます。デフォルト
の選択は角括弧 ([]) で表示されます。オプションまたはヘルプのリストを取得する場合は、任意のプロンプトで「?」を
入力します。インストールを中止する場合は、任意のプロンプトで「quit」または「q」を入力します。1つ前の質問に戻
る場合は、カレット「^」を入力します。

ユーザユーザユーザユーザユーザ アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定

ESRIは、CシェルでArcExplorerを実行することを推奨しています。以下の説明はCシェル環境での設定に関するものです。
ArcExplorerを使用する場合は、以下の行をユーザの .loginまたは .cshrcファイルに追加します。
setenv AEJHOME <ArcExplorer Installation Directory>/aej90exe
setenv LD_LIBRARY_PATH $AEJHOME/lib

$AEJHOME/binをPATHに配置します。
set path = ( $path $AEJHOME/bin )

変更した部分を有効にするには、以下のように入力します。
% source <.login or .cshrc>

$HOME/aimsclient.propertiesファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集

デフォルトのブラウザの場所を参照して、aimsclient.propertiesファイルのWebBrowserキーの値を更新します。
ArcExplorerオンライン ヘルプ ファイルの場所を参照して、aimsclient.propertiesファイルのAEJavaHelpキーの値を更新します。
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ArcExplorerの起動の起動の起動の起動の起動

$AEJHOME/binをPATHに配置します。そして、以下を入力してArcExplorerを起動します。
aejava

Linuxオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティング システムへのシステムへのシステムへのシステムへのシステムへのArcExplorerのインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法

ArcIMS CDからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストール

Red Hat Linuxでは、CD-ROMが自動的にマウントされ、すばやくアクセスできます。ArclMSのCDをCD-ROMドライブに挿
入し、以下のコマンドを入力します。
$ cd /mnt/cdrom/ArcExplorer

メモ: セキュリティ上、ArcExplorerをroot権限でインストールしないでください。

ArcExplorerをインストールするユーザ アカウントに、インストール ディレクトリの書き込み許可が付与されていること
を確認します。

「install」コマンドには以下の4個のオプションがあります。

使用方法: install <-help | -load | -remove | -verify>

「install -help」と入力すると、インストール手順の詳細について読むことができます。

ArcExplorerのインストールを開始するには、システム上の任意の場所で、以下のコマンドを入力します。
$ /mnt/cdrom/ArcExplorer/install -load

これにより、メニュー方式のArcExplorerソフトウェア インストールのダイアログ ボックスが表示されます。デフォルト
の選択は角括弧 ([]) で表示されます。オプションまたはヘルプのリストを取得する場合は、任意のプロンプトで「?」を
入力します。インストールを中止する場合は、任意のプロンプトで「quit」または「q」を入力します。1つ前の質問に戻
る場合は、カレット「^」を入力します。

W e bダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストール

ArcExplorer.tar.Zファイルをダウンロードしたら、ファイルをArcExplorerのインストール先のディレクトリに移動します。
以下の解凍コマンドを入力します。
$ uncompress ArcExplorer.tar.Z

次に、tarコマンドを使用します。
$ tar xvf ArcExplorer.tar
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「install」コマンドには以下の4個のオプションがあります。

使用方法: install <-help | -load | -remove | -verify>

「install -help」と入力すると、インストール手順の詳細について読むことができます。

ArcExplorerのインストールを開始するには、ファイルをダウンロードしたシステム上のディレクトリで、以下のコマンド
を入力します。
$ ./install -load

これにより、メニュー方式のArcExplorerソフトウェア インストールのダイアログ ボックスが表示されます。デフォルト
の選択は角括弧 ([]) で表示されます。オプションまたはヘルプのリストを取得する場合は、任意のプロンプトで「?」を
入力します。インストールを中止する場合は、任意のプロンプトで「quit」または「q」を入力します。1つ前の質問に戻
る場合は、カレット「^」を入力します。

ユーザユーザユーザユーザユーザ アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定

ESRIは、CシェルでArcExplorerを実行することを推奨しています。以下の説明はCシェル環境での設定に関するものです。

ArcExplorerを使用する場合は、以下の行をユーザの .loginまたは .cshrcファイルに追加します。
setenv AEJHOME <ArcExplorer Installation Directory>/aej90exe

setenv LD_LIBRARY_PATH $AEJHOME/lib

$AEJHOME/binをPATHに配置します。
set path = ( $path $AEJHOME/bin )

変更した部分を有効にするには、以下のように入力します。
$ source <.login or .cshrc>

$HOME/aimsclient.propertiesファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集

デフォルトのブラウザの場所を参照して、aimsclient.propertiesファイルのWebBrowserキーの値を更新します。

ArcExplorerオンライン ヘルプ ファイルの場所を参照して、aimsclient.propertiesファイルのAEJavaHelpキーの値を更新します。

ArcExplorerの起動の起動の起動の起動の起動

$AEJHOME/binをPATHに配置します。そして、以下を入力してArcExplorerを起動します。
aejava
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IBM AIXオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティング システムへのシステムへのシステムへのシステムへのシステムへのArcExplorerのインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法

ArcIMS CDからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストール

CDからArcExplorerをインストールする場合は、スーパー ユーザとしてArcIMS CDをCD-ROMドライブに挿入し、次のよう
に入力します。
% su

スーパー ユーザのパスワード入力が要求されます。パスワードが不明な場合は、システム管理者に問い合わせてくださ
い。/cdromディレクトリが存在しない場合は、次のコマンドで作成します。
# mkdir /cdrom

以下のようにしてArcIMSのCD-ROMをマウントします。
# mount -v 'drfs' -p' -r' /<dev> /cdrom

この場合の <dev> はCD-ROMドライブを表します(またはsmitを使用)。
ここで、ArcIMS CDがマウントされます。ArcExplorerをインストールする前に、スーパー ユーザ モードを解除します。
# exit

メモ: セキュリティ上、ArcExplorerをroot権限でインストールしないでください。
ArcExplorerをインストールするユーザ アカウントに、インストール ディレクトリの書き込み許可が付与されていること
を確認します。

「install」コマンドには以下の4個のオプションがあります。
使用方法: install <-help | -load | -remove | -verify>
「install -help」と入力すると、インストール手順の詳細について読むことができます。
ArcExplorerのインストールを開始するには、システム上の任意の場所で、以下のコマンドを入力します。
% /cdrom/ArcExplorer/install -load

これにより、メニュー方式のArcExplorerソフトウェア インストールのダイアログ ボックスが表示されます。デフォルト
の選択は角括弧 ([]) で表示されます。オプションまたはヘルプのリストを取得する場合は、任意のプロンプトで「?」を
入力します。インストールを中止する場合は、任意のプロンプトで「quit」または「q」を入力します。1つ前の質問に戻
る場合は、カレット「^」を入力します。
ArcExplorerのインストールが終了したら、ArcIMS CDをアンマウントしてCD-ROMドライブから取り出します。
スーパー ユーザとして以下のように入力します。
# umount /<dev>

この場合の <dev> はCD-ROMドライブを表します。
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W e bダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストール

ArcExplorer.tar.Zファイルをダウンロードしたら、ファイルをArcExplorerのインストール先のディレクトリに移動します。
以下の解凍コマンドを入力します。
% uncompress ArcExplorer.tar.Z

次に、tarコマンドを使用します。
% tar xvf ArcExplorer.tar

「install」コマンドには以下の4個のオプションがあります。

使用方法:  install <-help | -load | -remove | -verify>

「install -help」と入力すると、インストール手順の詳細について読むことができます。

ArcExplorerのインストールを開始するには、ファイルをダウンロードしたシステム上のディレクトリで、以下のコマンド
を入力します。
% ./install -load

これにより、メニュー方式のArcExplorerソフトウェア インストールのダイアログ ボックスが表示されます。デフォルト
の選択は角括弧 ([]) で表示されます。オプションまたはヘルプのリストを取得する場合は、任意のプロンプトで「?」を
入力します。インストールを中止する場合は、任意のプロンプトで「quit」または「q」を入力します。1つ前の質問に戻
る場合は、カレット「^」を入力します。

ユーザユーザユーザユーザユーザ アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定

ESRIは、CシェルでArcExplorerを実行することを推奨しています。以下の説明はCシェル環境での設定に関するものです。

ArcExplorerを使用する場合は、以下の行をユーザの .loginまたは .cshrcファイルに追加します。
setenv AEJHOME <ArcExplorer Installation Directory>/aej90exe

setenv LIBPATH $AEJHOME/lib

$AEJHOME/binをPATHに配置します。
set path = ( $path $AEJHOME/bin )

変更した部分を有効にするには、以下のように入力します。
% source <.login or .cshrc>
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HP-UXオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティング システムへのシステムへのシステムへのシステムへのシステムへのArcExplorerのインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法

ArcIMS CDからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストールからのソフトウェアのインストール

CDからArcExplorerをインストールする場合は、スーパー ユーザとしてArcIMS CDをCD-ROMドライブに挿入し、次のよう
に入力します。
% su

スーパー ユーザのパスワードの入力を要求されます。パスワードが不明な場合は、システム管理者に問い合わせてくだ
さい。/cdromディレクトリが存在しない場合は、以下のようにして作成します。
# mkdir /cdrom

以下のようにしてArcIMSのCD-ROMをマウントします。
# mount -F cdfs /<dev> /cdrom

この場合の <dev> はCD-ROMドライブを表します。

ここで、ArcIMS CDがマウントされます。ArcExplorerをインストールする前に、スーパー ユーザ モードを解除します。
# exit

メモ: セキュリティ上、ArcExplorerをroot権限でインストールしないでください。

ArcExplorerをインストールするユーザ アカウントに、インストール ディレクトリの書き込み許可が付与されていること
を確認します。

「install」コマンドには以下の4個のオプションがあります。

使用方法: install <-help | -load | -remove | -verify>

「install -help」と入力すると、インストール手順の詳細について読むことができます。

$HOME/aimsclient.propertiesファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集

デフォルトのブラウザの場所を参照して、aimsclient.propertiesファイルのWebBrowserキーの値を更新します。

ArcExplorerオンライン ヘルプ ファイルの場所を参照して、aimsclient.propertiesファイルのAEJavaHelpキーの値を更新します。

ArcExplorerの起動の起動の起動の起動の起動

$AEJHOME/binをPATHに配置します。そして、以下を入力してArcExplorerを起動します。
aejava
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ArcExplorerのインストールを開始するには、システム上の任意の場所で、以下のコマンドを入力します。
%/cdrom/ArcExplorer/install -load

これにより、メニュー方式のArcExplorerソフトウェア インストールのダイアログ ボックスが表示されます。デフォルト
の選択は角括弧 ([]) で表示されます。オプションまたはヘルプのリストを取得する場合は、任意のプロンプトで「?」を
入力します。インストールを中止する場合は、任意のプロンプトで「quit」または「q」を入力します。1つ前の質問に戻
る場合は、カレット「^」を入力します。

W e bダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストールダウンロードによるソフトウェアのインストール

ArcExplorer.tar.Zファイルをダウンロードしたら、ファイルをArcExplorerのインストール先のディレクトリに移動します。
以下の解凍コマンドを入力します。
%uncompress ArcExplorer.tar.Z

次に、tarコマンドを使用します。
%tar xvf ArcExplorer.tar

%cd ArcExplorer

「install」コマンドには以下の4個のオプションがあります。

使用方法: install <-help | -load | -remove | -verify>

「install -help」と入力すると、インストール手順の詳細について読むことができます。

ArcExplorerのインストールを開始するには、ファイルをダウンロードしたシステム上のディレクトリで、以下のコマンド
を入力します。
%./install -load

これにより、メニュー方式のArcExplorerソフトウェア インストールのダイアログ ボックスが表示されます。デフォルト
の選択は角括弧 ([]) で表示されます。オプションまたはヘルプのリストを取得する場合は、任意のプロンプトで「?」を
入力します。インストールを中止する場合は、任意のプロンプトで「quit」または「q」を入力します。1つ前の質問に戻
る場合は、カレット「^」を入力します。

ユーザユーザユーザユーザユーザ アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定アカウントの設定

ESRIは、CシェルでArcExplorerを実行することを推奨しています。以下の説明はCシェル環境での設定に関するものです。



ArcExplorer－－－－－Java Editionの概要の概要の概要の概要の概要 11

ArcExplorerを使用する場合は、以下の行をユーザの .loginまたは .cshrcファイルに追加します。
setenv AEJHOME <ArcExplorer Installation Directory>/aej90exe

setenv LD_LIBRARY_PATH $AEJHOME/lib

$AEJHOME/binをPATHに配置します。
set path = ( $path $AEJHOME/bin )

変更した部分を有効にするには、以下のように入力します。
% source <.login or .cshrc>

$HOME/aimsclient.propertiesファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集

デフォルトのブラウザの場所を参照して、aimsclient.propertiesファイルのWebBrowserキーの値を更新します。

ArcExplorerオンライン ヘルプ ファイルの場所を参照して、aimsclient.propertiesファイルのAEJavaHelpキーの値を更新しま
す。

ArcExplorerの起動の起動の起動の起動の起動

$AEJHOME/binをPATHに配置します。そして、以下を入力してArcExplorerを起動します。
aejava
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ヘルプの使用方法ヘルプの使用方法ヘルプの使用方法ヘルプの使用方法ヘルプの使用方法
ArcExplorerでヘルプを使用するには、いくつかの方法があ
ります。本書の他に、オンライン ヘルプおよびESRIのWeb
サイトを参照して、問題を解決することができます。

オンラインオンラインオンラインオンラインオンライン ヘルプの使用ヘルプの使用ヘルプの使用ヘルプの使用ヘルプの使用

特定のオプションまたは作業の詳細情報が必要な場合
は、オンライン ヘルプを使用することができます。

オンライン ヘルプを表示する場合は [ヘルプ] メニューをク
リックして [ヘルプ コンテンツ] をクリックします。

メッセージメッセージメッセージメッセージメッセージ  コンソールのメッセージコンソールのメッセージコンソールのメッセージコンソールのメッセージコンソールのメッセージ

ArcExplorerで、データまたは作業中にエラーが発生した場
合は、通常、メッセージがメイン ウィンドウのステータ
ス バーに表示されます。

ArcExplorerが生成するすべてのメッセージは、ArcExplorer
メッセージ コンソールに表示されます。メッセージ コン
ソールを起動する場合は [ヘルプ] メニューをクリックして
[ArcExplorerメッセージ コンソール] をクリックします。

メッセージ コンソール内のメッセージ レベルを設定する
場合は [表示] メニューをクリックし、[メッセージ レベル]
をクリックして、目的のメッセージ レベルを選択しま
す。

メッセージをテキスト ファイルに保存する場合は [ファイ
ル]  メニューをクリックして [名前を付けて保存. . . ]  をク
リックします。

ESRI Japanのホームのホームのホームのホームのホーム ページページページページページ

ESRIのホーム ページ (www.esrij.com) では、ESRIソフトウェ
アおよびサービスに関する最新情報を提供しています。

ArcExplorerのホームのホームのホームのホームのホーム ページページページページページ

ArcExplorerのホーム ページ (www.esrij .com/products/
arcexplorer) では、以下を提供しています。

・ ArcExplorerに関する最新情報

・ ArcExplorerのダウンロード

本サイトを定期的にチェックして、ArcExplorerの最新情報
を確認してください。
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データ レイヤの追加

・シェープ・シェープ・シェープ・シェープ・シェープ  ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加

・イメージ・イメージ・イメージ・イメージ・イメージ  ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加

・イメージ・イメージ・イメージ・イメージ・イメージ  ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用

・・・・・ArcSDEレイヤの追加レイヤの追加レイヤの追加レイヤの追加レイヤの追加

・・・・・A r c l M Sサービスのデータの表示サービスのデータの表示サービスのデータの表示サービスのデータの表示サービスのデータの表示

・ジオグラフィ・ジオグラフィ・ジオグラフィ・ジオグラフィ・ジオグラフィ ネットワークでのネットワークでのネットワークでのネットワークでのネットワークでの
データの表示データの表示データの表示データの表示データの表示

2
本章では、ArcExplorerにデータ レイヤを追加する方法について説明します。

ArcExplorerの主要な機能は、GISデータの表示です。本章では、ユーザのコン
ピュータに保存されているデータ、またはArc lMSサービスとして公開され
ているデータの表示方法について説明します。また、ジオグラフィ ネット
ワークでもデータを表示できます。ArcIMSサービスを使用して、マップ設
定ファイルの内容をArcIMS空間サーバおよびWebサーバに登録して、イン
ターネットで配信することもできます。

ローカル ソース、インターネット、ArcSDEサーバ、またはArclMSサービス
のデータをArcExplorerに追加することができます。
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シェープファイル
の追加
カタログを使用して、ArcExplorer
にシェープファイルを追加するこ
とができます。カタログを開く場
合は [レイヤの追加] ボタンを使用
します。

1. [レイヤの追加] ボタンをクリッ
クして、カタログを表示しま
す。

2. シェープファイルが格納されて
いるフォルダに移動します。

3. 追加するファイルをクリックし
ます。

4. [レイヤの追加] ボタンをクリッ
クします。

ステップ3および4を繰り返し
て、さらにシェープファイルを
追加します。

5. [閉じる ]  ボタンをクリックし
て、カタログを閉じます。

レイヤの追加

ヒントヒントヒントヒントヒント

カタログの更新カタログの更新カタログの更新カタログの更新カタログの更新
フォルダおよび表示されたドライ
ブのリストを更新する場合は
[ローカル]  を右クリックして [最
新の情報に更新]  をクリックしま
す。更新したファイルのリストを
表示する場合は、フォルダを右ク
リックして [最新の情報に更新] を
クリックします。

フィールド名が重複するフィールド名が重複するフィールド名が重複するフィールド名が重複するフィールド名が重複する
シェープファイルは無効シェープファイルは無効シェープファイルは無効シェープファイルは無効シェープファイルは無効
重複したフィールド名を持つ
シェープファイルは、ArcExplorer
で描画できません。したがって、
カタログにも表示されません。

[お気に入りお気に入りお気に入りお気に入りお気に入り]  に追加に追加に追加に追加に追加
[お気に入り]  は、よく使用する
フォルダに移動するショートカッ
トのリストです。カタログ内で
フォルダを右クリックして [お気
に入りに追加]  をクリックしま
す。

3

5

4

2

1

ヒントヒントヒントヒントヒント

ヒントヒントヒントヒントヒント
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イメージ ファイ
ルの追加
マップ設定ファイル内でイメー
ジ ファイルを背景レイヤとして
表示して、ArcExplorerでイメー
ジを編集することができます。

イメージの作業の詳細およびサ
ポートされているイメージ
フォーマットについては、次の
ページを参照してください。

[レイヤのプロパティ]  ダイアロ
グ ボックスを使用して、イメー
ジの透過度を設定できます。詳
細については、第4章「レイヤの
シンボル化」を参照してくださ
い。

単一のイメージの追加単一のイメージの追加単一のイメージの追加単一のイメージの追加単一のイメージの追加

1. [レイヤの追加] ボタンをクリッ
クして、カタログを表示しま
す。

2. [ファイルの種類] ドロップダウ
ン リストをクリックして [イメー
ジ ファイル] を選択します。

3. イメージが格納されているフォ
ルダに移動します。

4. 追加するイメージをクリックし
ます。

5. [レイヤの追加] ボタンをクリッ
クします。

ステップ4および5を繰り返し
て、さらにイメージを追加しま
す。

6. [閉じる]  ボタンをクリックし
て、カタログを閉じます。

イメージイメージイメージイメージイメージ ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
の追加の追加の追加の追加の追加

カタログ内で以下の手順に従いま
す。

1. [ファイルの種類] ドロップダウ
ンをクリックして  [イメージ
ファイル] を選択します。

2. 複数のイメージが格納されてい
るフォルダに移動します。

3. カタログ内で*Image Directoryを
クリックします。

4. [レイヤの追加] ボタンをクリッ
クします。

フォルダ内のすべてのイメージ
が追加されます。

5. [閉じる]  ボタンをクリックし
て、カタログを閉じます。

3

5

2

レイヤの追加

4

2

4

1

3

5

6

1

ヒントヒントヒントヒントヒント

イメージイメージイメージイメージイメージ ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
1つのフォルダに複数のイメージ
が含まれている場合、そのフォル
ダがイメージ  ディレクトリで
す。[カタログ] 内では、イメージ
ディレクトリの最上部のエントリ
は、*ImageDirectoryです。このエ
ントリを選択すると、ディレクト
リ 内 の す べ て の イ メ ー ジ が
ArcExplorerに追加されます。
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マップ設定ファイル内でイメージ ファイルを背景レイヤ
として表示して、ArcExplorerでイメージを編集することが
できます。

ArcExplorerには、JPEG、TIF、GIF、BMP、またはPNGファ
イルを追加できます。

ワールドワールドワールドワールドワールド ファイルが必要ファイルが必要ファイルが必要ファイルが必要ファイルが必要

ワールド ファイルは、ラスタの列およびカラムを実空間
座標に変換するパラメータを格納します。

ワールド ファイルは、多くのイメージ フォーマットで使
用されます。ArcExplorerでは、ワールド ファイルは3文字
の拡張子を使用する必要があり、数値を表すのに指数は
使用できません。

ArcIMS ImageDirectoryの表示の表示の表示の表示の表示

ArcIMS ImageDirectoryは、いくつかのイメージ ファイルで
構成されるディレクトリです。[カタログ]  ウィンドウで
ImageDirectoryを選択した場合は、すべてのイメージがマッ
プに追加されます。

イメージの透過度の設定イメージの透過度の設定イメージの透過度の設定イメージの透過度の設定イメージの透過度の設定

イメージを透過表示にすると、単一のマップにオーバー
ラップするイメージを表示することができます。[レイヤの
プロパティ] ダイアログ ボックスからイメージまたはイメー
ジ サービスの透過度を設定できます。透過度を設定するに
は、[レイヤのプロパティ] ダイアログ ボックスの [全般] タ
ブをクリックします。

イメージ ファイルの使用
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ArcSDEレイヤの
追加
ArcSDE接続を追加すると、
ArcExplorerで、ArcSDEと
ArcSDE for Coveragesを使用でき
ます。

[サービス] 入力ボックスに
「port:<ポート番号>」と入力し
ます。必要に応じて、ArcSDE管
理者は、ArcSDEインスタンスの
情報をユーザに提供します。イ
ンスタンスは、ユーザのシステ
ムのServicesファイルにリストさ
れている必要があります。

システムがArcSDEデータベース
に接続されるように設定されて
いるかどうかについては、
ArcSDE管理者に問い合わせてく
ださい。

ArcSDEへの接続への接続への接続への接続への接続

1. [レイヤの追加] ボタンをクリック
して、カタログを表示します。

2. [ArcSDE] をダブルクリックしま
す。

3. [ArcSDE接続の追加] をダブルク
リックします。

4. サーバの名称を入力します。

5. サービスに「port: <ポート番号>」
と入力します。

6. 必要に応じて、データベース名
を入力します。

7. ユーザ名およびパスワードを入
力します。

8. [テスト接続] をクリックします
(オプション)。接続が正常に行
われた場合は続行します。接続
に失敗した場合は、エラー メッ
セージを参照して修正してくだ
さい。

9. [OK] をクリックして接続しま
す。

ここで、ArcSDEデータベースが
カタログにリストされます。

ArcSDEレイヤの追加レイヤの追加レイヤの追加レイヤの追加レイヤの追加

10. 追加するレイヤをクリックしま
す。

11. [レイヤの追加] ボタンをクリッ
クします。

ステップ10および11を繰り返し
て、さらにレイヤを追加しま
す。

12. [閉じる]  ボタンをクリックし
て、カタログを閉じます。

9

レイヤの追加

2

W

E

3

Q

4

5
6

7

8

ヒントヒントヒントヒントヒント

ArcSDEの切断の切断の切断の切断の切断
ArcSDEデータベースを切断する
場合は、カタログの左側のパネル
でArcSDEサーバを右クリックし
て [切断] をクリックします。

ヒントヒントヒントヒントヒント

接続エラー接続エラー接続エラー接続エラー接続エラー
ArcSDEの接続が失敗した場合は、
メッセージ コンソールを使用し
て、エラー メッセージの詳細を表
示 す る こ と が で き ま す 。
ArcExplorerメッセージ コンソール
を起動する場合は  [ヘルプ]  メ
ニューをクリックして [メッセージ
コンソール] をクリックします。

1
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ArclMSサービスの
データの表示
A r c I M S空間サーバは、フィー
チャ サービスまたはイメージ
サービスを提供できます。
A r c I M Sサービスの表示には、
ArcExplorerを使用できます。

フィーチャ サービスは、空間
サーバのフィーチャ ストリーミ
ング機能を使用します。サーバ
はデータをバンドルして、レス
ポンスをクライアントに送信し
ます。追加データが必要な場合
のみ、リクエストがサーバに送
信されます。

イメージ サービスは、空間サー
バ イメージ レンダリング機能を
使用します。リクエストが受信
されると、マップがサーバ上に
生成されて、レスポンスがイ
メージとして返信されます。ク
ライアントが新規情報を要求す
るたびに、新しいマップ イメー
ジが生成されます。

[WWW接続] ダイアログ ボックス
へのサービス名の入力は省略で
きます。サービス名を指定しな
い場合は、すべてのサービスに
接続されます。

1. [レイヤの追加] ボタンをクリッ
クして、カタログを表示しま
す。

2. [WWW] アイコンをダブルクリッ
クします。

3. [Webサイトの追加] をダブルク
リックして [WWW接続] ダイア
ログ ボックスを開きます。

4. ホスト名をURLで入力します。

5. [OK] をクリックして接続しま
す。

カタログに、W e bサイトの
Arc lMSサービスが表示されま
す。

6. サービスをクリックします。

7. 追加するフィーチャ サービスま
たはイメージ サービスのレイヤ
をクリックします。

8. [レイヤの追加] ボタンをクリッ
クします。

ステップ6および7を繰り返し
て、さらにレイヤを追加しま
す。

9. [閉じる ]  ボタンをクリックし
て、カタログを閉じます。

レイヤの追加

9

ヒントヒントヒントヒントヒント

サービスのリストサービスのリストサービスのリストサービスのリストサービスのリスト
サービスのリストを更新する場合
は、空間サーバを切断して再接続
する必要があります。サーバ名を
右クリックして [切断] をクリック
した後で再接続します。

8

2
3

6

5

4

7

1
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ジオグラフィ
ネットワークでの
データの表示
ジオグラフィ ネットワークは、
地理情報のグローバル ネット
ワークです。世界中のデータ プ
ロバイダ、サービス プロバイ
ダ、およびユーザの間におけ
る、地理情報の共有を促進する
基盤を提供します。ユーザは、
ArcExplorerを使用してジオグラ
フィ ネットワークにアクセスを
行い、さまざまな地理情報を検
索することができます。

[ジオグラフィ ネットワーク] ボ
タンをクリックして、ジオグラ
フィ ネットワークに接続する
Webブラウザを起動します。目
的のデータを検索した後、[Add
to ArcExplorer] をクリックして
データをArcExplorerに追加しま
す。プロジェクトを保存する場
合は、ジオグラフィ ネットワー
ク上のデータのリファレンスを
保存することができます。

ジオグラフィ ネットワークの詳
細については、
www.geography network.comを参
照してください。

1. [ジオグラフィ ネットワーク] ボ
タンをクリックして、ジオグラ
フィ ネットワークに接続する
Webブラウザを起動します。

2. Geography Network Explorerを使
用してデータを検出します。

3. [Add to ArcExplorer] をクリック
して、ArcExplorerのマップおよ
び凡例にデータを追加します。

4. Webブラウザを閉じます。

ここで、ジオグラフィ ネットワー
クのデータが凡例にリストされま
す。

ジオグラフィ ネットワーク

2

4

3

関連項目関連項目関連項目関連項目関連項目

イメージ サービスの透過度を設
定する方法の詳細については、第
4章「レイヤのシンボル化」を参
照してください。

1
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凡例、概観図、および
縮尺記号のプロパティ

・・・・・凡例の使用凡例の使用凡例の使用凡例の使用凡例の使用

・・・・・概観図の追加概観図の追加概観図の追加概観図の追加概観図の追加

・・・・・縮尺記号の操作縮尺記号の操作縮尺記号の操作縮尺記号の操作縮尺記号の操作

本章では、ArcExplorerインターフェイスの概要を説明します。凡例、概観
図、および縮尺記号の設定および使用方法を学習できます。

本書で使用するインターフェイス用語は、本章で定義されています。

3
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凡例の使用
マップのすべてのレイヤは、凡
例として、マップの左側にリス
トされます。凡例は、レイヤ
名、および各レイヤの描画に使
用するシンボルを表示します。
各レイヤのチェックボックス
は、現在のマップにおける表示
のオンまたはオフ、つまりマッ
プに描画されているかどうかを
示します。

凡例内でのレイヤのリスト順も
重要です。凡例内で一番上のレ
イヤは、それより下のレイヤの
上に描画されます。マップの背
景を構成するレイヤは、凡例の
一番下にリストされるべきで
す。レイヤの描画順を変更する
場合は、凡例内のレイヤをド
ラッグして移動します。レイヤ
を右クリックして [レイヤの移動]
を選択すると、レイヤ移動のオ
プションが表示されます。

凡例の幅を変更する場合は、凡
例とマップの間の境界を左右に
ドラッグします。レイヤ名が長
い場合に、幅を広げて名称を表
示することができます。

凡例を非表示にする場合は [表示]
メニューをクリックして [凡例] の
チェックを外します。

マップにレイヤを描画する
には、各レイヤ名の左側の
チェックボックスをクリッ
クします。もう一度クリッ
クすると、レイヤがオフに
なります。

これらの矢印を使用
して凡例の幅を調節
します。

凡例内のレイヤ名をク
リックすると、レイヤが
アクティブになります。
ArcExplorerでは、ほとん
どの操作はアクティブな
レイヤだけに有効です。
レイヤがアクティブにな
ると、凡例内での順番が
上がります。
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レイヤをダブルクリック
すると、[レイヤのプロパ
ティ] ダイアログ ボックス
が表示されます。

レイヤを右クリックする
と、レイヤの選択に関する
メニューが表示されます。
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概観図の追加
概観図は、現在のマップ表示範
囲を赤い四角で示して、レイヤ
の全体または一部を表示しま
す。全体または一部の表示は、
拡大の程度によって異なりま
す。

概観図の表示概観図の表示概観図の表示概観図の表示概観図の表示

1. [表示] メニューをクリックして
[概観図] をチェックすると、概
観図のパネルが表示されます。

概観図にレイヤを追加概観図にレイヤを追加概観図にレイヤを追加概観図にレイヤを追加概観図にレイヤを追加

1. 凡例にリストされたレイヤを右
クリックして [概観図で使用] を
クリックします。

レイヤを削除する場合は、ス
テップ1を再度実行して [概観図
で使用 ]  のチェックを外しま
す。

1

1

ヒントヒントヒントヒントヒント

概観図を利用して拡大する概観図を利用して拡大する概観図を利用して拡大する概観図を利用して拡大する概観図を利用して拡大する
フィーチャをあまり大きく拡大表
示すると、赤い四角が表示されな
い場合があります。
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縮尺記号の操作
拡大や縮小によってマップのサ
イズを変更するたびに、縮尺も
変化します。これらの変更は縮
尺記号に反映されます。

縮尺記号は、RF (Representative
Fraction) 縮尺 (1:25,000)、距離
マーカ、および換算 (1cm = 250m)
を含みます。RF縮尺は、地図作
成法で縮尺を表示する一般的な方
法であり、「画面上の1cmが地上
の250mに相当」します。この換
算 (「Verbal Scale」とも言う) では、
情報の内容は変わりませんが、単
一単位 (この場合はcm) が実世界で
使用される単位 (mなど) に変換さ
れます。

縮尺記号の追加縮尺記号の追加縮尺記号の追加縮尺記号の追加縮尺記号の追加

1. [表示] メニューをクリックして
[縮尺記号] をクリックします。

縮尺記号のプロパティ縮尺記号のプロパティ縮尺記号のプロパティ縮尺記号のプロパティ縮尺記号のプロパティ
の設定の設定の設定の設定の設定

1. [表示] メニューをクリックして
[縮尺記号の設定] をクリックし
ます。

2. [マップ単位]、[縮尺単位]、およ
び [スクリーン単位] をポイント
して、適切な単位を設定しま
す。

1

2

1

マップ単位マップ単位マップ単位マップ単位マップ単位

マップ単位は、格納されている地理データの単
位です (データ ソース単位)。マップ単位は、十進
緯経度、フィート、またはメートルとして設定
することができます。

縮尺単位縮尺単位縮尺単位縮尺単位縮尺単位

縮尺単位は、縮尺記号内のVerbal Scale換算
(1cm = 250m) の右辺に表示されます。縮尺単位
を、マイル、フィート、メートル、またはキロ
メートルとして設定することができます。

スクリーン単位スクリーン単位スクリーン単位スクリーン単位スクリーン単位

スクリーン単位は、ユーザのモニタにおける実
際の表示に相当し、Verbal Scale換算 (たとえ
ば、1cm = 250m) の左辺に表示されます。スク
リーン単位は、インチまたはセンチメートルと
して設定することができます。

ヒントヒントヒントヒントヒント

縮尺記号を右クリックしてプ縮尺記号を右クリックしてプ縮尺記号を右クリックしてプ縮尺記号を右クリックしてプ縮尺記号を右クリックしてプ
ロパティを設定ロパティを設定ロパティを設定ロパティを設定ロパティを設定
縮尺記号を右クリックして、
[縮尺記号の設定] メニューを表示
することもできます。
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レイヤのシンボル化 4
・・・・・レイヤの全般的な設定レイヤの全般的な設定レイヤの全般的な設定レイヤの全般的な設定レイヤの全般的な設定

・・・・・表示する縮尺範囲の設定表示する縮尺範囲の設定表示する縮尺範囲の設定表示する縮尺範囲の設定表示する縮尺範囲の設定

・・・・・単一シンボルでのフィーチャの単一シンボルでのフィーチャの単一シンボルでのフィーチャの単一シンボルでのフィーチャの単一シンボルでのフィーチャの
描画描画描画描画描画

・・・・・グラデーショングラデーショングラデーショングラデーショングラデーション  シンボルでのシンボルでのシンボルでのシンボルでのシンボルでの
フィーチャの描画フィーチャの描画フィーチャの描画フィーチャの描画フィーチャの描画

・・・・・個別シンボルでのフィーチャの個別シンボルでのフィーチャの個別シンボルでのフィーチャの個別シンボルでのフィーチャの個別シンボルでのフィーチャの
描画描画描画描画描画

・・・・・ラベル表示ラベル表示ラベル表示ラベル表示ラベル表示

・・・・・シールドの適用シールドの適用シールドの適用シールドの適用シールドの適用

地図は、色、模様、空間の位置関係といった、識別や認識に関連する人間
の能力を利用しているため、テーブルやリストよりも地図を使用すると、
複雑な地理情報を効果的に把握することができます。データを地図に表示
すると、分布、関係、傾向を新たに把握することができます。

地図におけるデータの表示方法の選択は、地図作成の最も重要な事項で
す。データのシンボル化には、フィーチャを表示する色およびスタイルの
選択が伴います。また、フィーチャの属性値に基づく、フィーチャのグ
ループ化または分類化も行います。

本章では、見栄えのよい地図の作成方法、およびデータの検索、把握、お
よび解析に使用する強力なツールとしてのシンボル化の方法を説明しま
す。
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7

レイヤの全般的な
設定
レイヤの表示方法は、[レイヤの
プロパティ] ダイアログ ボックス
で変更します。

[全般]  タブでは、凡例内のレイ
ヤの表示名を変更したり、デー
タ ファイルに関する情報を確認
することができます。

レイヤの表示縮尺を設定する場
合も [全般] タブを使用します。

イメージおよびイメージ サービ
スでは、透過度を変更する場合
に [全般] タブを使用します。透
過度を変更すると、2つのオー
バーラップするイメージやイ
メージ サービスを、1つのマップ
に表示できます。

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [レイヤのプロパティ] ボタンを
クリックします。

3. [全般] タブをクリックします。

4. [レイヤ名] ボックスに新規名称
を入力して、レイヤ名を変更し
ます。

5. [縮尺が以下の範囲にある場合
にレイヤを表示] ラジオ ボタン
をクリックして、表示縮尺を設
定します。

6. 縮尺の上限および下限を入力し
ます。

7. [OK] をクリックしてダイアログ
ボックスを閉じて、変更を確認
します。

4

レイヤのプロパティ

3

関連項目関連項目関連項目関連項目関連項目

表示縮尺の詳細については、次の
セクション「表示する縮尺範囲の
設定」を参照してください。

2

5
6
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表示する縮尺範囲
の設定
縮尺のしきい値を設定して、レ
イヤを表示する縮尺を調整する
ことができます。たとえば、あ
る縮尺を超えると州境のレイヤ
をオフにして、そこから国境の
レイヤをオンにすることができ
ます。表示縮尺を設定すると、
マップの表示を簡潔にして、関
連するデータだけを表示するこ
とができます。

レイヤに表示縮尺を設定する
と、指定した縮尺範囲外ではレ
イヤは凡例に表示されません。

表示する縮尺範囲の表示する縮尺範囲の表示する縮尺範囲の表示する縮尺範囲の表示する縮尺範囲の
追 加追 加追 加追 加追 加

1. 拡大/縮小のツールを使用して表
示の範囲を設定します。

2. レイヤ名を右クリックし、[表示
する縮尺範囲]  をクリックしま
す。

3. 任意の大きさに拡大した場合に
レイヤを非表示にする場合は [最
大表示縮尺に設定] をクリックし
ます。

4. 任意の大きさに縮小した場合に
レイヤを非表示にする場合は [最
小表示縮尺に設定] をクリックし
ます。

表示する縮尺範囲設定表示する縮尺範囲設定表示する縮尺範囲設定表示する縮尺範囲設定表示する縮尺範囲設定
の削除の削除の削除の削除の削除

1. レイヤ名を右クリックし、[表示
する縮尺範囲]  をクリックして
[設定の解除 ]  をポイントしま
す。

マップが更新されて、レイヤが
表示されます。

2

1

ヒントヒントヒントヒントヒント

[全般全般全般全般全般]  タブでの表示縮尺のタブでの表示縮尺のタブでの表示縮尺のタブでの表示縮尺のタブでの表示縮尺の
設定設定設定設定設定
表示縮尺は、 [レイヤのプロパ
ティ]  ダイアログ ボックスの [全
般]  タブで設定することもできま
す。

4
3
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6

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [レイヤのプロパティ] ボタンを
クリックします。

3. [スタイル] ボックスをクリック
して、任意のスタイルをレイヤ
に適用します。

4. [表示色] ボックスをクリックし
て、色を選択します。

5. [サイズ] ボックスをクリックし
て、新規サイズをレイヤに適用
します。

6. [OK] をクリックしてダイアログ
ボックスを閉じて、変更を確認
します。

単一シンボルでの
フィーチャの描画
単一シンボルでは、レイヤ内の
フィーチャを一組の色とスタイ
ルで表示します。レイヤを
ArcExplorerに追加すると、単一
シンボル マップとして表示され
ます。

[レイヤのプロパティ] ダイアロ
グ ボックスを使用すると、単一
シンボル マップの色、サイズ、
またはスタイルを変更すること
ができます。

レイヤのプロパティ

3
4
5

2
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W

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [レイヤのプロパティ] ボタンを
クリックします。

3. [グラデーション シンボル] を選
択します。

4. フィールドを選択します。

5. [クラス] の数を設定します。

6. [スタイル] を設定します。

7. 表示色の [開始] および [終了] を
設定します。

8. サイズの [開始] および [終了] を
設定します。

9. [シンボル] カラムをクリックし
て、色を変更します。

10. [ラベル] カラムの値をダブルク
リックして、値を選択します。
新規の値を入力します。

11. [OK] をクリックしてダイアログ
ボックスを閉じて、変更を確認
します。

グラデーション
シンボルでの
フィーチャの描画
グラデーション シンボル分類法
を使用すると、属性値の範囲が
等サイズのサブレンジに分割さ
れます。また、そのサブレンジ
に基づいて、フィーチャが分類
されます。

[レイヤのプロパティ]  ダイアロ
グ ボックスを使用して、グラ
デーション シンボル マップを作
成できます。また、グラデー
ション シンボル マップに関連す
る色、サイズ、スタイル、およ
びサブレンジの範囲を変更する
こともできます。

ヒントヒントヒントヒントヒント

値のラベルの変更値のラベルの変更値のラベルの変更値のラベルの変更値のラベルの変更
グラデーション シンボル マップ
では [ラベル] カラムに新規値を入
力して、各値のラベルを変更する
ことができます。各新規値を入力
したら必ずEnterキーを押してく
ださい。

3
4
6

8

レイヤのプロパティ

Q

5

9

7

2



32 ArcExplorer－－－－－Java Editionユーザーズユーザーズユーザーズユーザーズユーザーズ ガイドガイドガイドガイドガイド

Q

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [レイヤのプロパティ] ボタンを
クリックします。

3. [個別シンボル] を選択します。

4. フィールドを選択します。

5. [配色] を設定します。

6. [スタイル] を設定します。

7. [アウトラインを削除] をチェッ
クして、フィーチャ上のアウト
ラインを削除します。

8. [シンボル] カラムをクリックし
て、色を変更します。

9. [ラベル] カラムの値をダブルク
リックして、値を選択します。
新規の値を入力します。

10. [OK] をクリックしてダイアログ
ボックスを閉じて、変更を確認
します。

ヒントヒントヒントヒントヒント

値のラベルの変更値のラベルの変更値のラベルの変更値のラベルの変更値のラベルの変更
個別シンボル マップでは [ラベル]
カラムに新規の値を入力して、各
値のラベルを変更することができ
ます。各新規値を入力したら必ず
Enterキーを押してください。

個別シンボルでの
フィーチャの描画
[レイヤのプロパティ] ダイアロ
グ ボックスを使用して、個別シ
ンボル マップを作成できます。

個別シンボル分類法では、指定
フィールドの各個別値に異なる
色を適用して、フィーチャを表
示します。

レイヤのプロパティ

9
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ヒントヒントヒントヒントヒント

ヒントヒントヒントヒントヒント

E

ラベル表示
レイヤのプロパティ ダイアログ
の [ラベル] タブで、フィーチャ
にラベルを追加することができ
ます。

このページの例では、ラベル配
置機能を説明します。ラインの
ラベル配置には、3種類のオプ
ションがあります。

ラベルの追加ラベルの追加ラベルの追加ラベルの追加ラベルの追加

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [レイヤのプロパティ] ボタンを
クリックします。

3. [ラベル] タブをクリックします。

4. ラベルで使用するフィールドを
選択します。

5. [フォント] を選択します。

6. [サイズ] を設定します。

7. [太字] または [斜体] ボックスを
チェックして、テキストを変更
します。

8. [エフェクト] ボタンをクリック
して、ラベルの表示を変更する詳
細なオプションを設定します。

9. [表示色] を設定します。

10. ラベルの配置を設定します。

11. ラベルの回転角度を設定します。

12. [OK] をクリックしてダイアログ
ボックスを閉じて、変更を確認
します。

ラベルに対する効果の設定ラベルに対する効果の設定ラベルに対する効果の設定ラベルに対する効果の設定ラベルに対する効果の設定

1. [影] をチェックして、3次元効
果を追加します。

2. [グロー] をチェックして、ラベ
ルの周りに色を追加します。

3. [背景] をチェックして、ラベル
の背景に色付きのボックスを追
加します。

4. [重複を許可] をチェックして、
すべてのラベルを表示します。

5. [高品位テキストを使用 ]  を
チェックして、アンチエイリア
シングを適用します。

6. [OK] をクリックします。

ヒントヒントヒントヒントヒント

高品位テキストを使用高品位テキストを使用高品位テキストを使用高品位テキストを使用高品位テキストを使用
高品位テキストを使用するための
チェックボックスは、アンチエイ
リアシングとも呼ばれます。
ある角度でラインを描画する場合
は、表示できるピクセル数に制限
があるため、ぎざぎざの線になる
ことがあります。アンチエイリア
シングにより、ラインのエッジに
背景に溶け込むようなグラデー
ションの効果を持たせることな
ど、ピクセルの近似色を利用し
て、ラインを滑らかにすることが
できます。

ラベルの解除ラベルの解除ラベルの解除ラベルの解除ラベルの解除
ラベルを解除する場合は、凡例内
のレイヤを右クリックした後に
[解除] をクリックして [ラベルの
解除] をポイントします。

太字体のラベル表示太字体のラベル表示太字体のラベル表示太字体のラベル表示太字体のラベル表示
ラベルを太字体で表示するには、
Dialog、Default、Serif、Sans Serif
のいずれかのフォントを使用する
と、高品質なテキスト表現が得ら
れます。

7
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Y

7

シールドの適用
レイヤのプロパティ ダイアログ
ボックスの [ラベル] タブを使用
して、ハイウェイ シールドをラ
イン フィーチャに追加すること
ができます。

シールドの追加シールドの追加シールドの追加シールドの追加シールドの追加

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [レイヤのプロパティ] ボタンを
クリックします。

3. [ラベル]  タブをクリックしま
す。

4. ラベルで使用するフィールドを
選択します。

5. [フォント] を選択します。
6. [サイズ] を設定します。
7. [表示色] を設定します。
8. [シールド] ボックスをチェック
します。

9. [プロパティ]  をクリックして
[シールド プロパティ] ダイアロ
グ ボックスを開きます。

すべてのフィーチャに同じすべてのフィーチャに同じすべてのフィーチャに同じすべてのフィーチャに同じすべてのフィーチャに同じ
シールドを使用シールドを使用シールドを使用シールドを使用シールドを使用

10.  [同一のシールドをすべての
フィーチャに適用] オプション
をクリックします。

11. ドロップダウン リストからシー
ルド タイプをクリックします。

ステップ15にスキップします。

異なるシールドを使用異なるシールドを使用異なるシールドを使用異なるシールドを使用異なるシールドを使用

12. [異なるシールドを適用] オプ
ションをクリックします。

13.  シールド  タイプを指定する
フィールドを選択します。

14. 各シンボルをクリックして、各値
のシールド タイプを設定します。

15. [OK] をクリックします。

16. [OK] をクリックしてダイアログ
ボックスを閉じて、変更を確認
します。

6

レイヤのプロパティ
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フィーチャの属性の取得
および使用 5
・・・・・フィーチャの個別属性表示フィーチャの個別属性表示フィーチャの個別属性表示フィーチャの個別属性表示フィーチャの個別属性表示

・・・・・フィーチャの属性検索フィーチャの属性検索フィーチャの属性検索フィーチャの属性検索フィーチャの属性検索

・・・・・フィーチャのストアド検索フィーチャのストアド検索フィーチャのストアド検索フィーチャのストアド検索フィーチャのストアド検索

・・・・・フィーチャの条件検索フィーチャの条件検索フィーチャの条件検索フィーチャの条件検索フィーチャの条件検索

・・・・・フィーチャの選択フィーチャの選択フィーチャの選択フィーチャの選択フィーチャの選択

・・・・・フィーチャのバッファリングフィーチャのバッファリングフィーチャのバッファリングフィーチャのバッファリングフィーチャのバッファリング

・・・・・マップチップの表示マップチップの表示マップチップの表示マップチップの表示マップチップの表示

・・・・・  距離の計測距離の計測距離の計測距離の計測距離の計測

本章では、ArcExplorerを使用してユーザ データのフィーチャに関する情報を
取得する方法について説明します。ArcExplorerでは、マップ上のフィーチャ
をポイントして、それらの個別属性表示を行ったり、ある基準を満たす
フィーチャを検索する属性検索などの、さまざまな検索を実行することが
できます。
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フィーチャの個別
属性表示
世界地図を見ていて、ある都市
の情報を参照するとします。
マップ上のあるフィーチャの情
報を取得する場合は [個別属性表
示]  ツールを使用します。この
ツールを使用してフィーチャを
クリックすると、ArcExp lo re r
は、そのフィーチャの属性をダ
イアログ ボックスに表示しま
す。

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [個別属性表示] ボタンをクリッ
クします。

3. マップ上のフィーチャをクリッ
クします。

4. [個別属性表示] ダイアログ ボッ
クスに、個別属性表示の結果が
表示されます。

5. 複数のフィーチャが検出された
場合は、フィーチャはフィー
チャ パネルにリストされます。
各フィーチャをクリックして、
その個別属性表示の結果を確認
します。

6. 結果の参照が終了したら、ダイ
アログ ボックスを閉じます。

個別属性表示

5

2
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フィーチャの属性
検索
[属性検索]  ツールを使用して、
マップ上のレイヤの特定の
フィーチャを検索することがで
きます。属性検索は、そのレイ
ヤまたはユーザが指定したレイ
ヤを検索して、指定された値を
保持するフィーチャを特定しま
す。数値ではなく、テキスト文
字列で定義されたフィールドだ
けが検索されます。

数値に基づく検索を実行する場
合は、「フィーチャの条件検
索」セクションで説明する [条件
検索] ツールを使用します。

1. [属性検索] ボタンをクリックし
ます。

2. 検索する単語の一部または全部
を入力します。検索文字列内で
引用符は使用しないでくださ
い。

3. 検索するレイヤを1つ以上選択
します。

4. [属性検索] をクリックして、検
索を開始します。

5. 右のパネルに表示された結果の
1つをクリックして、アクティ
ブにします。

6. [画面移動] をクリックして、選
択したフィーチャの表示に画面
移動します。

7. [拡大] をクリックして、選択し
たフィーチャの表示を拡大しま
す。

8. フィーチャの検索が終了したら
[閉じる] をクリックします。

ヒントヒントヒントヒントヒント

イメージイメージイメージイメージイメージ サービスの表記サービスの表記サービスの表記サービスの表記サービスの表記
このページに示されている [属性
検索] ダイアログ ボックスでは、
イメージ サービスの検索を実行
できます。イメージ サービスの
表記では、イメージ サービスの
名前とイメージ サービスのサブ
レイヤがピリオドで区切られま
す。この例では、イメージ サー
ビスの名称は「World」、フィー
チャの検索に使用するサブレイヤ
の名称は「country」です。

5

2

3

4

8 6 7

属性検索1
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フィーチャのスト
アド検索
ストアド検索機能を使用するよ
うに作成されたプロジェクトま
たはArclMSサービスを開く場合
は [ストアド検索] ツールを使用
できます。

あらかじめ設定されたクエリが
存在する場合は [ストアド検索]
ツールを使用して、複雑なクエ
リ式ではなく、1つの値を入力す
るだけで検索ができます。

1. ストアド検索が設定されたレイ
ヤの凡例をクリックしてアク
ティブにします。

2. [ストアド検索] ボタンをクリッ
クします。

3. [クエリ名] リストで、使用する
ストアされたクエリを選択しま
す。

4. ストアされたクエリを選択する
たびに [クエリ式] が更新されま
す。

5. varに対応する検索文字列を入
力します。

6. [ストアド検索] ボタンをクリッ
クします。

7. 下のパネルで結果をクリックし
ます。

フィーチャがマップ上で強調表
示されます。

8. [画面移動]  または [拡大]  をク
リックして、マップ上の結果を
特定します。

9. [閉じる] をクリックして、ダイ
アログ ボックスを変更します。

7

8

ストアド検索

関連項目関連項目関連項目関連項目関連項目

ArcIMSのAuthorコンポーネントを
使用して、ストアド検索を作成す
ることができます。詳細について
は、ArcIMS Helpを参照してくださ
い。
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フィーチャの条件
検索
条件検索は、詳細な定義によっ
て対象となるフィーチャを検索
するものです。式には複数の属
性、演算子、計算を組み込むこ
とができるため、条件検索は
フィーチャを検索する強力な方
法です。

テキスト文字列の値はシングル
クォートで囲みます。[値]  ボッ
クスから値を選択した場合は、
自動的にシングル クォートが追
加されます。

[統計情報]  をクリックすると、
フィールドの単純な統計情報を
生成することができます。[統計
情報] ダイアログで [検索結果を
使用] チェックボックスをクリッ
クすると、選択したレコードの
文書詳細だけを計算します。

[保存]  ボタンを使用すると、ク
エリの結果をテキスト ファイル
に保存することができます。[保
存] ダイアログ ボックスに、拡張
子を「.txt」としてファイル名を
入力します。

ヒントヒントヒントヒントヒント

検索結果の使用検索結果の使用検索結果の使用検索結果の使用検索結果の使用
検索の結果は、カンマ区切りファ
イルに保存できます。Microsoft
Excelなどの他のプログラムでこ
のテキスト  ファイルを使用し
て、スプレッドシートを作成でき
ます。

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [条件検索] ボタンをクリックし
ます。

3. 検索を実行するフィールドを選
択します。

4. 式で使用する演算子を選択しま
す。

5. サンプルの値を選択するか、ま
たは式に値を入力します。

6. クエリ式が正しいことを確認し
ます。

7. [実行] をクリックして、検索を
実行します。

8. [注目するフィールド] ドロップ
ダウンのフィールドを選択し
て、パネルに1つのフィールドだ
けを表示することができます。

下のパネルに結果が表示されま
す。

9. 検索結果のパネルで、値を1つ
以上選択します。

10. [ハイライト] をクリックして、選
択した1つまたは複数のフィー
チャをマップ上で強調表示しま
す。

11. [画面移動]  または [拡大]  をク
リックして、選択フィーチャへ
の画面移動または拡大を実行し
ます。

12. [統計情報] をクリックします。

13. [統計情報を得るフィールドの選
択] ボックスからフィールドを選
択して [OK] をクリックします。

統計情報が別のダイアログ ボッ
クスに表示されます。

14. [保存] ボタンをクリックして、
検索結果をテキスト ファイルに
保存します。
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フィーチャの選択
[フィーチャの選択]  ボタンを使
用してフィーチャを選択した
後、[属性リスト]  ボタンを使用
して、その属性値を表示できま
す。

[選択の解除] ボタンを使用して、
すべてのレイヤの選択フィーチャ
をクリアすることができます。特
定のレイヤの選択をクリアする場
合は、凡例内で目的のレイヤを右
クリックして [解除] をクリックし
て [選択の解除] をポイントしま
す。

1. 凡例内のレイヤをクリックして
アクティブにします。

2. [フィーチャの選択] ボタンをク
リックして [矩形]、[円形]、[ポ
リゴン]、または [ライン] をク
リックします。

3. クリック アンド ドラッグによ
り、フィーチャを選択する図形
を作成します。

4. [属性リスト] ボタンをクリック
して、選択したフィーチャの値
を表示します。

複数のフィーチャを選択した場
合は、左側のパネルにリストさ
れます。

5. 各フィーチャを選択すると、属
性が表示されます。

属性リストフィーチャ
の選択

選択の解除

5

2 4
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フィーチャの
バッファリング
選択フィーチャの周りにバッ
ファを作成することができま
す。バッファを生成すると、そ
のバッファを使用して、その他
のレイヤのフィーチャを選択す
ることができます。レイヤの
バッファが持つフィーチャを使
用して、別のレイヤのフィー
チャを選択することは、さまざ
まな問題解決に利用することが
できます。道幅を拡げるプロ
ジェクトでは、道のフィーチャ
をバッファリングして、その
バッファがオーバーラップする
区画レイヤ内のフィーチャを選
択できます。

バッファを作成するためには、
マップ単位を設定する必要があり
ます。マップ単位は、データが保
存されている単位です。マップ単
位を設定するには、[表示]  メ
ニューをクリックし、[縮尺記号
の設定] をクリックして [マップ単
位] をポイントします。

ヒントヒントヒントヒントヒント

バッファが不正と考えられるバッファが不正と考えられるバッファが不正と考えられるバッファが不正と考えられるバッファが不正と考えられる
場合のマップ単位のチェック場合のマップ単位のチェック場合のマップ単位のチェック場合のマップ単位のチェック場合のマップ単位のチェック
バッファが予期しない結果を生成
する場合は、マップ単位が適切に
設定されていることを確認しま
す。マップ単位を設定する場合は
[表示]  メニューをクリックして
[縮尺記号の設定] をクリックして
[マップ単位]  をポイントした後
に、適切な単位をクリックしま
す。

1. [バッファ] ボタンをクリックし
ます。

2. フィーチャをバッファリングす
る距離を入力します。

3. [バッファ単位]  で [マイル]、
[メートル]、[キロメートル]、ま
たは [フィート] をクリックしま
す。

4. [適用]  をクリックして、バッ
ファを確認します。

5. [バッファと重なるフィーチャ
を選択]  チェックボックスをオ
ンにすると、別のレイヤの
フィーチャを選択することがで
きます。

6. フィーチャを選択するレイヤを
クリックします。

7. [OK] をクリックして選択を確認
したら、ダイアログ ボックスを
閉じます。

メモ:  バッファを使用してフィー
チャを選択したレイヤなど、マッ
プ上のすべてのレイヤの属性を表
示できます。これを行うには、凡例
内のレイヤをアクティブにしま
す。

バッファ1

47

2

3

5
6
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マップチップの
表示
マップチップは、ユーザが指定
したフィールドのデータを表示
する小さなポップアップです。

1つのレイヤにつき1つのマップ
チップを表示できます。

マップチップの追加マップチップの追加マップチップの追加マップチップの追加マップチップの追加

1. [マップチップ] ボタンをクリッ
クして [マップチップ] ダイアロ
グ ボックスを開きます。

2. マップチップのレイヤをクリッ
クします。

3. マップチップに表示するフィー
ルドをクリックします。

4. [適用] をクリックします。

5. [マップチップ フィールド] が、
選択したフィールドで更新され
ます。

マップチップに表示する各レイ
ヤに対して、処理を繰り返し実
行します。

6. [OK] をクリックしてダイアログ
ボックスを閉じて、マップチッ
プを使用します。

マップチップの解除マップチップの解除マップチップの解除マップチップの解除マップチップの解除

選択されたマップチップ選択されたマップチップ選択されたマップチップ選択されたマップチップ選択されたマップチップ
フィールドの解除フィールドの解除フィールドの解除フィールドの解除フィールドの解除

1. 目的のレイヤをクリックしま
す。

2. [ 選択されたマップチップ
フィールドの解除]  ボタンをク
リックします。

すべてのマップチップすべてのマップチップすべてのマップチップすべてのマップチップすべてのマップチップ
フィールドの解除フィールドの解除フィールドの解除フィールドの解除フィールドの解除

3. [すべてのマップチップ フィー
ルドの解除]  ボタンをクリック
します。

4. [OK] をクリックしてダイアログ
ボックスを閉じます。

4

3

2

マップチップ

ヒントヒントヒントヒントヒント

マップチップのクリアマップチップのクリアマップチップのクリアマップチップのクリアマップチップのクリア
レイヤのマップチップをクリアす
る場合は、凡例内のレイヤを右ク
リックして  [解除]  を選択し、
[マップチップの解除] をクリック
します。

3

6

5

2

1

4

1
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距離の計測
[計測] ボタンを使用して、マッ
プ上の距離を計測します。マッ
プ上の距離は、フィート (ft)、マ
イル (mi)、メートル (m)、または
キロメートル (km) で計測するこ
とができます。

正確な計測結果を得るために、
マップ単位を適切に設定する必
要があります。マップ単位は、
データが保存される単位です。
ArcExplorerのデフォルトでは、
マップ単位は十進緯経度になり
ます。

距離の計測距離の計測距離の計測距離の計測距離の計測

1. [計測]  ボタンをクリックしま
す。

2. 計測単位の1つを選択します。

3. クリック アンド ドラッグで、
計測する距離を定義するライン
を引きます。

部分的または合計の測定結果
が、マップの左上角に表示され
ます。

計測結果のクリア計測結果のクリア計測結果のクリア計測結果のクリア計測結果のクリア

1. マップ上をダブルクリックして
計測結果をクリアして、計測を
終了します。

関連項目関連項目関連項目関連項目関連項目

マップ単位の設定については、第
3章「縮尺記号の操作」を参照し
てください。

計  測

2

1

ヒントヒントヒントヒントヒント

計測結果が不正と考えられる計測結果が不正と考えられる計測結果が不正と考えられる計測結果が不正と考えられる計測結果が不正と考えられる
場合のマップ単位のチェック場合のマップ単位のチェック場合のマップ単位のチェック場合のマップ単位のチェック場合のマップ単位のチェック
計測結果が不正と考えられる場合
は、マップ単位が適切に設定され
ていることを確認してください。
マップ単位を設定する場合は [表
示]  メニューをクリックして [縮
尺記号の設定]  をクリックして
[マップ単位]  をポイントした後
に、適切な単位をクリックしま
す。

ヒントヒントヒントヒントヒント

計測結果のクリア計測結果のクリア計測結果のクリア計測結果のクリア計測結果のクリア
計測結果を削除する場合は [計測]
ボタンをクリックして [計測結果
の削除] をクリックします。
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アドレス マッチング 6
・・・・・アドレスアドレスアドレスアドレスアドレス  マッチングマッチングマッチングマッチングマッチング

アドレスは、地理データの最も汎用性の高い情報と考えられます。ジオ
コーディングは、住所またはその他のアドレス情報で定義されるポイント
位置をマップに追加する処理です。壁に掛けられた地図にピンを刺すこと
にたとえられます。アドレス マッチングは、ジオコーディングの一種で
す。ArcExplorerを使用して、イメージまたはフィーチャ サービスで単一レ
コード アドレス マッチングを実行することができます。
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アドレス マッチ
ング
[アドレス マッチング]  ボタン
は、アドレス値のテキスト文字
列に基づいてポイントの位置を
特定するアドレス マッチングを
実行します。

[アドレス マッチング]  ボタン
は、ジオコーディング機能を使
用するように作成されたサービ
スを閲覧するビューアで有効に
なります。

サービス内の複数のレイヤが、
ジオコーディング プロパティの
セットを保持する場合があるた
め [レイヤの選択] ドロップダウ
ン ボックスで、アドレス マッチ
ングに使用するレイヤを選択し
ます。

アドレス マッチングを実行した
ら [選択の解除] ボタンを使用し
て、マップのポイントおよびラ
ベルをクリアします。

1. ジオコーディング プロパティが
設定されたイメージまたは
フィーチャ サービスからレイヤ
を追加します。

2. [アドレス マッチング] ボタンを
クリックします。

3. アドレス マッチングを行うレイ
ヤを選択します。

4. アドレスの値を入力します。入
力する情報が多いほど、結果の
精度も上がります。

アドレス マッチングを実行する
フィールドが、赤で表示されま
す。

5. [実行] をクリックします。

6. 下のパネルに、アドレス マッチ
ングの結果が表示されます。ま
た、ポイントおよびラベルが
マップに配置されます。

7. [画面移動]  または [拡大]  をク
リックして、マップ上の結果を
特定します。

8. [閉じる] をクリックして、ダイ
アログ ボックスを閉じます。

関連項目関連項目関連項目関連項目関連項目

ArcIMSのAuthorコンポーネントを
使用して、ArclMSサービスのジオ
コーディング プロパティを設定
できます。詳細については、
ArcIMS Helpを参照してくださ
い。

5

4

6

8

3

アドレス マッチング

7

2
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印刷、コピー、および
保存 7
・・・・・マップの印刷マップの印刷マップの印刷マップの印刷マップの印刷

・・・・・ファイルへのマップのコピーファイルへのマップのコピーファイルへのマップのコピーファイルへのマップのコピーファイルへのマップのコピー

・・・・・プロジェクトの保存プロジェクトの保存プロジェクトの保存プロジェクトの保存プロジェクトの保存

これまでに、マップにデータを表示し、使用するシンボルを選択しまし
た。本章では、マップの印刷、イメージへのマップのコピー、およびプロ
ジェクト (.axlファイル) としての作業内容の保存を実行する方法の概要を説
明します。また、このファイルは、マップ設定ファイルとも呼ばれます。
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マップの印刷
本書の第4章「レイヤのシンボル
化」で説明した手順を使用し
て、データをシンボル化しま
す。次に、移動または拡大/縮小
のツールを使用して、紙の地図
を見る場合と同じようにマップ
内で表示します。

ArcExplorerには、一般的な
8 1/2インチ×11インチ サイズの
横長 (水平方向) のマップ レイア
ウトが用意されています。

1. [印刷 ]  ボタンをクリックしま
す。

2. 必要に応じて、プリンタの設定
を変更します。

3. [OK] をクリックします。

印 刷

関連項目関連項目関連項目関連項目関連項目

マップ イメージをJPEGファイル
に保存する方法の詳細について
は、本章の「ファイルへのマップ
のコピー」セクションを参照して
ください。マップをイメージとし
て保存すると、それを使用して独
自の印刷レイアウトを設計できま
す。

3

2

1
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ファイルへのマッ
プのコピー
本書の第4章「レイヤのシンボル
化」で説明した手順を使用し
て、データをシンボル化しま
す。次に、移動または拡大/縮小
のツールを使用して、紙の地図
を見る場合と同じようにマップ
内で表示します。

マップのイメージをコピーし
て、その他のアプリケーション
で使用することができます。
ArcExplorerを使用すると、マッ
プのグラフィック イメージを容
易に作成できます。

1. [マップ イメージをファイルに
保存 ]  ボタンをクリックしま
す。

2. ファイルを保存するフォルダに
移動します。

3. イメージの名称を入力します。

4. [保存] をクリックします。

マップのJPEGファイルが、選
択したフォルダに保存されま
す。

2

マップ イメージをファイルに保存

3 4

1
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プロジェクトの
保存
ArcExplorerでは、プロジェクト
は拡張子が「.axl」のファイルと
して保存されます。データへの
パス、レイヤの表示設定、マッ
プ範囲、レイヤに適用されるあ
らゆる分類またはラベル、表示
縮尺の設定などが保存されま
す。プロジェクトまたはマップ
設定ファイルを作成しても、こ
れらの基となったデータが変更
されることはありません。

1. [プロジェクトの保存] ボタンを
クリックします。

2. ファイルを保存するフォルダに
移動します。

3. プロジェクトの名称を入力しま
す。

4. [保存] をクリックします。

ArcExplorerでプロジェクトを開
く場合は [プロジェクトを開く]
ボタンをクリックして [プロジェ
クトを開く] ダイアログ ボック
スを使用して、プロジェクトま
で移動します。

プロジェクトの保存

2

43
ヒントヒントヒントヒントヒント

データの移動データの移動データの移動データの移動データの移動
プロジェクトを開く際に、
ArcExplorerは、最後に使用した後
にパスやその他の変更されたデー
タをユーザに通知しません。代わ
りに、データが見つからないとい
うメッセージを表示します。

1





ArcExplorer－Java Editionユーザーズ ガイド

2004年7月12日  第3版発行

原本名 Using ArcExplorer－Java Edition
Copyright © 2000-2004
Environmental Systems Research Institute, Inc.

訳者 ESRIジャパン株式会社
発行 ESRIジャパン株式会社

e-mail：gisinfo@esrij.com
URL：www.esrij.com

Printed in Japan



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




